


Ⓠ　

新
議
長
と
し
て
の
抱
負
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Ⓐ　

行
政
と
議
会
が
一
体
と
な

り
、
切
磋
琢
磨
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ⓠ　

本
町
が
直
面
し
て
い
る
課

題
に
対
す
る
姿
勢
を
お
聞
き

し
ま
す
。

Ⓐ　

県
営
名
古
屋
空
港
周
辺
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
本
町
の

発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

ま
す
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生

か
せ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

川
英
治
の
言
葉
で
す
。

　
　

自
分
以
外
の
人
で
も
物
で

も
皆
、
自
分
に
何
か
教
え
て

く
れ
る
先
生
だ
と
思
い
精
進

い
た
し
ま
す
。

Ⓠ　

副
議
長
と
し
て
の
抱
負
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Ⓐ　

ま
ず
は
、
議
長
を
補
佐

し
、
議
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
大
切
。

現
行
法
制
度
の
中
で
適
切
な

チ
ェ
ッ
ク 

ア
ン
ド 

バ
ラ
ン

ス
、
住
民
の
声
を
町
政
に
届

Ⓠ　

議
会
は
ど
う
あ
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
か
。

Ⓐ　

４
月
選
挙
で
議
員
定
数
が

₁₀
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

一
人
一
人
が
自
覚
し
て
、

町
に
と
っ
て
何
が
必
要
な
の

か
見
定
め
て
い
く
議
会
で
あ

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ⓠ　

新
し
く
議
員
に
な
っ
た
方

が
４
人
い
ま
す
。
期
待
す
る

こ
と
は
。

Ⓐ　

私
も
₁₂
年
前
は
、
新
人
議

員
で
し
た
。
議
員
と
は
何
か

を
教
わ
り
、
今
日
に
至
っ
て

い
ま
す
。
本
来
、
議
員
は
自

分
の
ス
タ
イ
ル
で
議
員
活
動

を
通
じ
、
日
々
成
長
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ⓠ　

座
右
の
銘
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

Ⓐ　
﹁
我
以
外
皆
我
師
﹂
故
吉

け
る
役
割
を
果
た
し
て
い
き

た
い
。

Ⓠ　

好
き
な
言
葉
は
あ
り
ま
す

か
。

Ⓐ　

好
き
な
言
葉
は
、
温
故
知

新
。
こ
の
中
に
は
原
点
、
物

事
の
本
質
や
経
緯
、
公
平

性
な
ど
全
て
含
ま
れ
て
い
る
。

事
の
本
質
に
つ
い
て
、
わ
か

り
や
す
い
例
は
、
政
︵
ま
つ

り
ご
と
︶
と
祭
事
︵
ま
つ
り
ご
と
︶

の
違
い
。

Ⓠ　

副
議
長
と
し
て
今
後
、
ど

ん
な
こ
と
が
し
た
い
で
す
か
。

Ⓐ　

温
故
知
新
を
で
き
る
だ
け

実
践
し
、
多
く
の
人
と
の
話

し
合
い
を
経
て
、
フ
ラ
ッ
ト

で
形
の
良
い
町
づ
く
り
を
心

が
け
て
い
き
た
い
。

新
・
議
長
あ
い
さ
つ

新
・
副
議
長
あ
い
さ
つ

議長　水野　晃

副議長　安藤春一

「我
わ れ
以
い
外
が い
皆
み な
我
わ が
師
し
」議長語る
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総務文教委員会

福祉建設委員会

前列左
委員長　大口　司郎
副委員長　粟田　昌子

後列左
委　員　水野　　晃　
委　員　岡島　政信
委　員　坂田　芳郎

前列左
委員長　岩村みゆき
副委員長　服部　正樹

後列左
委　員　山本　亮介
委　員　安藤　春一
委　員　熊沢　直紀

大
口
委
員
長
あ
い
さ
つ

　

今
、
豊
山
町
は
、「
空
港

の
あ
る
ま
ち
」
か
ら
「
空
港

を
活
用
す
る
ま
ち
」
へ
と
大

き
く
変
貌
す
る
時
を
迎
え
て

い
ま
す
。

　

第
４
次
総
合
計
画
の
も

と
、
将
来
を
見
据
え
た
環
境

整
備
を
当
局
と
協
力
し
、
住

民
の
た
め
に
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
、「
住
ん
で
よ

か
っ
た
」「
移
り
住
ん
で
よ

か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
豊
山

町
に
す
る
た
め
、
５
人
の
委

員
が
一
致
団
結
し
、
議
論
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

岩
村
委
員
長
あ
い
さ
つ

　

福
祉
建
設
委
員
会
で
は
、

重
要
な
課
題
で
あ
る
高
齢
化

の
問
題
や
そ
の
対
策
、
空
港

を
活
用
し
な
が
ら
の
地
域
振

興
な
ど
、
活
発
な
議
論
で
施

策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

委
員
は
５
人
。
任
期
は
２

年
と
な
り
ま
し
た
。
一
人
一

人
が
し
っ
か
り
と
自
覚
を
持

ち
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

新しい常任委員会
どうぞよろしく
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補正予算 1518 万 7千円を追加

工
事
請
負
契
約
（
豊
小
講
堂

改
修
工
事
）
の
締
結

問 

天
井
が
崩
落
し
た
学
校
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
調
査
は
さ
れ

て
い
る
か
。

　
　

ト
イ
レ
工
事
も
あ
る
が
、
ど

の
様
な
工
事
に
な
る
の
か
。
段

差
の
な
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
し

て
は
ど
う
か
。

答 

現
在
調
査
中
で
あ
り
、
原
因

は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

　
　

今
回
の
工
事
は
、
非
構
造
部

材
の
耐
震
化
対
策
の
工
事
で
あ

る
。
ト
イ
レ
の
段
差
解
消
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

一
般
会
計
補
正
予
算

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
に
つ
い
て

問 

通
知
カ
ー
ド
の
発
送
と
作
成
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
は
何

人
分
想
定
し
て
い
る
か
。

答 

通
知
カ
ー
ド
は
、
全
住
民
を

対
象
と
し
て
い
る
。
個
人
番
号

カ
ー
ド
は
希
望
者
が
受
け
取
る

答 

日
本
文
化
で
あ
る
「
和
菓
子

作
り
」
や
「
魚
の
調
理
の
仕
方

や
流
通
に
つ
い
て
」
学
ぶ
。

※
「
和
菓
子
作
り
」
は
、
６
月
９
日
、

６
年
生
全
員
が
、
秀
清
堂
店
主
渡

邉
勝
利
さ
ん
の
指
導
を
受
け
て
、

体
験
し
た
。

社
会
教
育
費
に
つ
い
て

問 

「
シ
ニ
ア
と
学
校
を
結
ぶ
セ

カ
ン
ド
ラ
イ
フ
塾
」
事
業
で
は
、

ど
ん
な
事
を
す
る
の
か
。

答 

シ
ニ
ア
の
地
域
参
加
の
必
要

総務管理費には、個人番号カード交付事務負担金522万4千円（国から受託）、コミュニティ設備補助金230万円
（宝くじ助成）が追加された。教育費には、「地域に学び・語り継ぐキャリア教育」推進事業12万４千円（県か
ら受託）と「シニアと学校を結ぶセカンドライフ塾」事業70万円（県から受託）が追加された。

の
で
、
想
定
で
き
な
い
。

問 

年
金
機
構
の
情
報
漏
れ
を
受

け
、
豊
山
町
と
し
て
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

答 

不
審
な
メ
ー
ル
な
ど
に
気
を

つ
け
る
よ
う
、
情
報
管
理
の
徹

底
を
職
員
に
注
意
喚
起
し
た
。

　
　

ま
た
、
個
人
デ
ー
タ
は
サ
ー

バ
ー
で
保
存
し
て
お
り
、
情
報

を
抜
き
取
ら
れ
る
心
配
は
な
い
。

今
の
と
こ
ろ
予
定
通
り
10
月
に

通
知
を
発
送
予
定
で
あ
る
。

小
学
校
費
に
つ
い
て

問 

「
地
域
に
学
び
・
語
り
継
ぐ

キ
ャ
リ
ア
教
育
」
推
進
事
業
と

は
。

答 

地
域
の
方
々
か
ら
お
話
を
聞

い
た
り
、
体
験
し
た
り
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
働
く
こ
と
や
自

分
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
を

深
め
る
。
深
め
た
考
え
を
下
級

生
に
語
り
継
ぐ
。
今
年
度
は
、

志
水
小
学
校
が
対
象
で
あ
る
。

問 

具
体
的
に
は
、
ど
ん
な
活
動

か
。

性
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
得
に

つ
い
て
講
習
、
先
進
地
視
察
、

豊
山
町
の
歴
史
や
文
化
財
等
に

つ
い
て
の
勉
強
、
各
小
学
校
の

行
事
へ
の
参
加
。
放
課
後
子
ど

も
教
室
（
豊
小
）
に
セ
カ
ン
ド

ラ
イ
フ
実
践
塾
生
と
し
て
参
加
。

　
　

ま
と
め
と
し
て
、
平
成
28
年

１
月
愛
知
県
主
催
「
地
域
デ

ビ
ュ
ー
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で

活
動
を
発
表
す
る
。

和菓子作り体験

質
疑
あ
れ
こ
れ
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審 議 結 果

　

補
正
予
算
の
中
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
２
０
１
６
年
１
月
に

本
格
導
入
す
る
た
め
の
予
算
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
①
個
人
情
報
流
出
の

危
険
性
②
社
会
保
障
・
税
執
行
が
適
正
を
欠
き
、
不
公
平
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
③
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
侵
害
な
ど
主
に
３
つ
の
問
題
点

が
あ
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
町
民
の
不
利
益
に
な
る
の
で
、
そ
れ

に
係
る
補
正
予
算
に
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

国
県
の
補
助
金
決
定
に
よ
る
追
加
予
算
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
補

助
金
は
、
自
治
会
活
動
を
支
援
す
る
た
め
。
税
な
ど
の
負
担
の
公
平
化

を
図
る
一
方
で
、
福
祉
・
災
害
な
ど
公
正
な
給
付
を
行
う
個
人
番
号
制

導
入
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
自
立
す
る
た
め
の
体
験
学
習
、
シ
ニ

ア
層
の
積
極
的
な
社
会
参
加
の
活
動
意
欲
を
高
め
る
教
育
関
係
事
業
。

　

全
て
必
要
な
措
置
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

採択された意見書
◎認知症への取り組みの充実強化に関する意見書
◎ウイルス性肝炎患者等に対する医療費助成の拡充等に関する意見書

反 

対
賛 

成

山
本
亮
介
議
員

安
藤
春
一
議
員

　

住
民
に
と
っ
て
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
設
備
補
助
金
を
含
む
予
算

を
、
修
正
案
も
何
も
な
く
反
対
す
る
こ
と
は
無
責
任
で
あ
る
。
こ
の
補

正
予
算
は
、
県
の
モ
デ
ル
事
業
な
ど
で
、
す
べ
て
の
住
民
の
た
め
に
な

る
事
業
で
あ
る
と
考
え
る
。

賛 

成

岩
村
み
ゆ
き
議
員

区　　分 金　　額
現在高 １０億３１８３万３千円

繰出（補正予算） △３５４万３千円
計 １０億２８２９万円

財 政 調 整 基 金

補正予算案

賛成多数で可決！

議　　案 審議結果
豊山小学校講堂改修工事請負契約の締結 全員賛成　可決
青山地内下水道工事請負契約の締結 全員賛成　可決
豊場地内下水道工事請負契約の締結 全員賛成　可決
神戸地内下水道工事請負契約の締結 全員賛成　可決
人権擁護委員候補者の推薦 全員賛成　同意
道路線の認定 全員賛成　可決
平成２７年度一般会計補正予算（第１号） 賛成８　反対１　可決
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ト ピ ッ ク スト ピ ッ ク ス

MRJ・YS11・
零戦を展示

航空産業観光の拠点

　
２
０
１
７
年
度
の
完
成
を
目
指
し
、
県
営
名
古
屋
空
港
に
Ｍ
Ｒ

Ｊ
や
旧
日
本
軍
の
零
式
艦
上
戦
闘
機
（
ゼ
ロ
戦
）
な
ど
を
展
示
す

る
産
業
観
光
拠
点
が
建
設
さ
れ
る
。

　
展
示
施
設
は
、
エ
ア
ポ
ー
ト
ウ
ォ
ー
ク
名
古
屋
に
隣
接
す
る
駐

車
場
用
地
に
建
設
。
２
階
建
て
で
、延
べ
床
面
積
は
７
０
０
０
㎡
。

　
入
場
料
は
、
大
人
１
０
０
０
円
、
子
ど
も
５
０
０
円
（
就
学
前

は
無
料
）
と
す
る
。
小
中
学
生
の
社
会
見
学
は
、１
人
３
０
０
円
、

教
育
現
場
で
の
活
用
を
促
進
す
る
。

　
大
村
知
事
は
「
航
空
機
の
開
発
・
生
産
の
場
と
い
う
役
割
に
加

え
、
人
材
育
成
や
産
業
観
光
の
役
割
も
期
待
で
き
る
」
と
コ
メ
ン

ト
。
県
は
、
拠
点
施
設
と
し
て
Ｍ

Ｒ
Ｊ
量
産
工
場
、
空
港
、
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
、
航
空
館
ｂ
ｏ
ｏ
ｎ
と
の
連
携
を

深
め
、
空
港
全
体
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
の
利
活
用
を

最
大
の
目
玉
と
し
て
い
る
。

　
町
に
お
い
て
も
「
空
港
を
活
用
す

る
町
」
と
し
て
、
内
外
に
「
豊
山

町
」
を
さ
ら
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
タ
イ

ム
リ
ー
な
施
策
が
望
ま
れ
る
。

（施設内イメージ図）
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熊沢 直紀 議員

Ｑ・中学校教科書の採択は

よりよい町政へ

Ａ・一番ふさわしい 教科書を
 採択したい

よりよい町政へ

　

平
成
₂₇
年
４
月
に
来
春

か
ら
使
わ
れ
る
中
学
校
教

科
書
の
検
定
結
果
が
公
表

さ
れ
、
今
後
、
市
町
村
の

教
育
委
員
会
が
教
科
書
の

見
本
を
読
み
比
べ
、
ど
の

教
科
書
を
使
う
か
決
め
る

採
択
を
₂₇
年
８
月
ま
で
に

行
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。

Q
８
月
採
択
ま
で
の

委
員
会
、
協
議
会

等
の
流
れ
は
ど
う
か
。

A
教
育
長

　

５
月
上
旬
本
協
議
会
研

究
会
の
調
査
研
究
を
経

て
、
７
月
中
旬
、
採
択
協

議
会
の
審
議
後
、
市
町
村

教
育
委
員
会
へ
答
申
し
、

市
町
村
教
育
委
員
会
は
答

申
結
果
の
も
と
、
採
択
決

議
す
る
。

Q
豊
山
町
の
採
択
地

区
は
、
愛
日
地
区

︵
９
市
２
町
︶
と
あ
ま
り

に
も
広
域
の
採
択
地
区
に

入
っ
て
い
る
。
改
正
教
科

書
無
償
措
置
法
に
よ
り
、

新
聞
紙
上
を
賑
わ
せ
た
沖

縄
県
竹
富
町
が
単
独
採
択

地
区
に
な
っ
た
よ
う
に
、

豊
山
町
も
単
独
採
択
地
区

に
な
っ
て
は
ど
う
か
。

A
教
育
長

　

国
及
び
県
教
育
委
員
会

の
共
同
地
区
を
設
置
す
る

方
針
か
ら
、
豊
山
町
が
単

独
採
択
地
区
に
な
る
の
は

困
難
で
あ
る
。

Q
６
月
に
各
社
の
図

書
閲
覧
が
で
き
る

と
思
う
が
、
小
牧
図
書
館

に
閲
覧
に
は
行
か
れ
る
の

か
。
閲
覧
日
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。
歴

史
・
公
民
の
教
科
書
を
比

較
し
て
み
る
だ
け
で
良
い

が
ど
う
か
。

A
教
育
長

　

選
定
資
料
に
は
各
教
科

書
の
比
較
が
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
、
協
議
会
研
究

委
員
か
ら
も
比
較
資
料
は

提
示
さ
れ
る
。

　

教
育
委
員
全
員
が
小
牧

図
書
館
へ
、
調
査
研
究
に

出
か
け
る
。
閲
覧
日
は
６

月
₁₁
日
か
ら
７
月
５
日
で

あ
る
。

Q
教
育
長
は
中
学
校

歴
史
・
公
民
教
科

書
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

見
解
を
持
っ
て
い
る
か
。

A
教
育
長

　

教
育
の
中
立
の
も
と

に
、教
育
基
本
法
に
即
し
、

こ
の
地
区
の
子
ど
も
た
ち

に
一
番
ふ
さ
わ
し
い
教
科

書
を
採
択
し
た
い
。

Q
今
ま
で
に
総
合
教

育
会
議
を
行
っ
た

事
は
あ
る
か
。

A
教
育
長

　

な
い
。
７
月
末
ま
で
に

は
開
催
し
た
い
。

Q
総
合
教
育

会
議
の
構

成
員
は
。

A
教
育
長

　

町
長
と
委
員
５

人
で
、
保
護
者
の

参
加
は
な
い
。

Q
総
合
教
育

会
議
で
は
、

町
長
の
影
響
力
が

増
す
と
思
う
が
ど

う
か
。

A
教
育
長

　

影
響
力
は
増
す
。

Q
総
合
教
育
会
議
で

は
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
協
議
さ
れ
る
の

か
。A

教
育
長

　

教
育
行
政
の
大
綱
の
策

定
、
教
育
の
条
件
整
備
な

ど
の
施
策
、
児
童
・
生
徒

等
の
生
命
・
身
体
の
保
護

等
、
緊
急
の
場
合
に
講
ず

べ
き
措
置
等
に
つ
い
て
で

あ
る
。

＼一般質問／

Q A& よりよい町政へ

中学校の授業風景

とよやま議会だより　No.133　平成27年8月1日7



岩村 みゆき 議員

Ｑ・健康寿命を延ばす取り組みを
Ａ・健康マイレージ事業の検討を始めた

Q
特
定
検
診
の
受
診

率
は
全
国
平
均
よ

り
３
％
近
く
低
い
現
状
で

あ
る
。
そ
れ
で
、
今
年
度

受
診
料
が
無
料
と
な
っ
た

と
思
う
が
申
し
込
み
の
様

子
は
ど
う
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

　

今
年
度
よ
り
、
受
診
し

や
す
い
よ
う
に
無
料
と
し

た
。
６
月
の
集
団
検
診
の

申
し
込
み
者
は
５
８
１
人

で
、
昨
年
と
比
べ
３
人
増

加
し
て
い
る
。

Q
健
康
を
保
つ
た
め

運
動
も
重
要
と
考

え
る
。
世
界
中
で
実
施
さ

れ
て
い
る
住
民
総
参

加
型
の
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
﹁
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
﹂
に
、
参
加

し
て
は
ど
う
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

　
﹁
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
﹂
は
、
日
常
的

な
ス
ポ
ー
ツ
の
習
慣

化
に
向
け
た
動
機
づ

く
り
や
地
域
の
活
性

化
を
目
的
に
し
た
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　

保
健
事
業
と
し
て
実
施

す
る
予
定
は
な
い
。

Q
愛
知
県
は
₂₆
年
度

よ
り
、﹁
あ
い
ち

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
﹂

を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

　

各
種
健
康
診
断
の
受

診
、
健
康
講
座
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
健
康

づ
く
り
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り

組
む
こ
と
で
マ
イ
レ
ー
ジ

︵
ポ
イ
ン
ト
︶
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
定
以
上
の
マ
イ
レ
ー

ジ
獲
得
者
は
、
県
内
の
協

力
店
で
様
々
な
サ
ー
ビ

ス
や
特
典
が
受
け
ら
れ

る
﹁
あ
い
ち
健
康
づ
く
り

カ
ー
ド
、
マ
イ
カ
﹂
が
交

付
さ
れ
る
。

Q
楽
し
み
な
が
ら
健

康
づ
く
り
が
で
き

Q
₁₈
歳
選
挙
権
が

現
実
味
を
帯
び
て

き
た
。
し
か
し
、
世
論
の

盛
り
上
が
り
は
い
ま
一
つ

で
、
若
者
の
権
利
へ
の
問

題
意
識
が
低
い
と
感
じ

る
。

　

子
ど
も
の
自
立
意
識
の

向
上
の
た
め
、
子
ど
も
議

会
を
開
催
し
、
模
擬
投
票

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

る
魅
力
的
な
取
り
組
み
で

あ
る
。
参
加
し
て
は
ど
う

か
。A

生
活
福
祉
部
長

　

生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ

く
り
が
実
施
で
き
る
も
の

と
考
え
る
。
参
加
に
向
け

検
討
を
始
め
た
。

A
教
育
長

　

前
回
の
子
ど
も
議
会

は
、
多
く
の
方
か
ら
好
評

で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
現
場
の
負
担

も
大
き
く
、
多
方
面
か
ら

の
要
望
が
あ
れ
ば
、
検
討

す
る
。

※
６
月
₁₇
日
に
₁₈
歳
以
上

に
引
き
上
げ
る
改
正
公

職
選
挙
法
が
可
決
さ
れ

た
。

＼一般質問／

Q A&

「マイカ」カード

Ｑ
・ 

子
ど
も
議
会
、
模
擬

投
票
の
開
催
は

Ａ
・ 

要
望
が
多
け
れ
ば
検

討
す
る

とよやま議会だより　No.133　平成27年8月1日 8



TOYOYAMA
粟田 昌子 議員

Ｑ・社教センターホールの照明や
音響装置等の改修を

Ａ・社教センターの改修は修繕を
基本とする

Q
町
民
の
要
望
に
ど

う
応
え
る
か
。

A
理
事

　
﹁
豊
山
町
地
域
公
共
交

通
網
形
成
計
画
﹂
に
基
づ

き
、
タ
ウ
ン
バ
ス
の
更
な

る
利
便
性
の
向
上
を
図
る

が
、
現
時
点
で
は
、
費
用

対
効
果
の
観
点
か
ら
定
期

券
や
運
行
時
間
の
拡
充
は

で
き
な
い
。

Q
施
設
状
況
に
つ
い

て
の
感
想
は
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

定
期
点
検
を
行
え
ば
使

用
は
、
十
分
可
能
と
考
え

る
。Q

ミ
キ
サ
ー
、
カ
ー

ボ
ン
、メ
モ
リ
ー
、

コ
ン
デ
ン
サ
ー
、
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
等
、
寿
命
で
交

換
が
必
要
と
思
う
が
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

一
括
し
て
の
改
修
は
考

え
て
い
な
い
。
修
繕
不
能

な
場
合
は
取
り

換
え
や
改
修
を

実
施
す
る
。

Q
照
明
器

具
を
吊

っ
て
い
る
マ
ニ

ラ
ロ
ー
プ
は
大

丈
夫
か
。

A
教
育
委
員

会
事
務
局
長

　

平
成
₁₇
年
度

に
交
換
し
た

が
、
耐
用
年
数

が
３
年
～
５
年

な
の
で
、
保
守
点
検
の
報

告
等
を
注
意
深
く
見
守

る
。Q

舞
台
前
部
か
ら
客

席
に
か
け
て
暗

い
。
対
応
策
は
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
更

新
や
新
た
な
機
種
の
追
加

を
検
討
す
る
た
め
見
積
も

り
し
た
。
新
た
な
配
電
工

事
が
必
要
。
費
用
も
か
か

る
。
外
部
か
ら
照
明
機
器

を
借
用
し
て
対
応
し
て
頂

き
た
い
。

Q
全
体
的
な
改
修
計

画
を
策
定
す
る
た

め
に
検
討
委
員
会
を
設
置

し
て
は
ど
う
か
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

社
教
セ
ン
タ
ー
ン
の
改

修
計
画
の
必
要
性
は
否
定

し
な
い
が
、
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
て
替
え
や
小
・

中
学
校
の
改
築
等
、
優
先

的
に
取
り
組
む
事
業
が
数

多
く
あ
る
。
社
教
セ
ン

タ
ー
の
改
修
は
、
保
守
点

検
の
結
果
を
基
に
修
繕
を

基
本
と
す
る
。

Q
秋
に
県
文
連
東
尾

張
部
芸
能
大
会
が

本
町
で
開
催
さ
れ
る
。
事

故
が
心
配
で
あ
る
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

保
守
点
検
に
よ
る
施
設

状
況
を
把
握
し
、
安
心
・

安
全
の
確
保
を
図
る
。

＼一般質問／

Q A&

劣化が進む機材

Ｑ
・
タ
ウ
ン
バ
ス
定
期
券

導
入
と
土
・
日
運
行

時
間
拡
充
を

Ａ
・
定
期
券
・
運
行
時
間

の
拡
充
は
で
き
な
い

とよやま議会だより　No.133　平成27年8月1日9



た
。
今
後
さ
ら
に
、
実
践

的
な
図
上
訓
練
や
防
災
訓

練
な
ど
を
実
施
し
、
災
害

対
応
能
力
の
強
化
に
努
め

る
。

　

自
主
防
災
組
織
リ
ー

ダ
ー
の
発
掘
・
育
成
は
不

可
欠
。

　

平
成
₂₅
年
度
か
ら
防
災

士
育
成
の
た
め
補
助
金
制

度
を
設
け
５
人
が
資
格
を

取
得
し
た
。
防
災
士
を
活

用
し
な
が
ら
リ
ー
ダ
ー
を

発
掘
・
育
成
し
て
い
き
た

い
。

Q
　

現
在
、
活
火
山
の
活
動

が
活
発
に
な
り
だ
し
、
東

南
海
地
震
は
何
時
発
生
し

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

に
あ
る
。

　

昨
年
を
振
り
返
る
と
、

町
主
催
の
総
合
防
災
訓
練

も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
な
が

ら
進
ん
で
い
る
。
各
小
学

校
区
の
自
主
防
災
会
の
訓

練
も
同
様
に
進
ん
で
い
る

よ
う
だ
。

　

も
し
、
地
震
が
発
生
し

た
場
合
、
各
防
災
会
の
活

動
が
す
ぐ
機
能
す
る
か
。

　

中
長
期
の
防
災
目
標
・

行
動
計
画
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

平
成
₂₇
年
度
施
政
方
針
の

目
標
３
の
進
捗
状
況
は
。

　

安
全
・
安
心
を
実
感
で

き
る
町
に
す
る
た
め
、
各

自
主
防
災
組
織
の
存
在
感

も
重
要
視
さ
れ
、
活
動
も

よ
り
意
義
の
あ
る
も
の
に

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

自
主
防
災
組
織
の
人
材

育
成
・
確
保
等
、
町
の
考

え
を
聞
く
。

A
　

町
が
目
指
す
中
長
期
の

防
災
行
動
計
画
と
し
て
、

第
４
次
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
︵
５
年
間
︶
と
地

域
防
災
計
画
が
あ

る
。

　

風
水
害
、
地
震
、

航
空
機
事
故
な
ど
本

町
で
起
こ
り
う
る
あ

ら
ゆ
る
災
害
を
想
定

し
、
町
民
の
生
命
や

財
産
の
保
護
を
図
る

こ
と
を
目
標
と
し
て

い
る
。

　

４
月
の
組
織
改
革

に
よ
り
防
災
安
全
課

を
創
設
し
、
従
来
、

別
々
で
担
っ
て
い
た

消
防
・
防
災
と
防
犯
・

交
通
安
全
の
業
務
を

一
元
化
し
た
。

　

災
害
時
等
の
対
応

が
迅
速
か
つ
効
果
的

に
取
れ
る
よ
う
に
な

り
、
危
機
管
理
体
制

の
強
化
が
図
ら
れ

＼一般質問／

Q A&
岡島 政信 議員

Ｑ・自主防災組織の人材育成・
確保を

Ａ・５人が防災士の資格を取得した

AEDの使い方を学ぶ

とよやま議会だより　No.133　平成27年8月1日 10



TOYOYAMA
大口 司郎 議員

Ｑ・航空宇宙産業への対応、
観光開発等の計画は

Ａ・県などと連携し支援・協力する

Q
　

町
長
は
﹁
空
港

の
あ
る
ま
ち
﹂
か

ら
﹁
空
港
を
活
用
す
る
ま

ち
﹂
へ
の
転
換
元
年
で
あ

る
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。

　

今
年
５
月
の
新
聞
紙
面

に
、
名
古
屋
空
港
見
学
者

受
入
拠
点
整
備
及
び
空
港

中
央
線
４
車
線
化
計
画
を

県
が
発
表
し
た
。
当
町
も

航
空
宇
宙
産
業
へ
の
対
応

や
観
光
開
発
等
に
重
点
を

置
き
、
将
来
を
見
据
え
た

環
境
整
備
を
ア
グ
レ
ッ
シ

ブ
に
行
う
べ
き
と
考
え
る

が
。

A
　

航
空
宇
宙
産
業

を
育
成
・
振
興
す

る
た
め
の
個
別
計
画
は
策

定
し
て
い
な
い
。
し
か

し
、
Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
生
産
・
整

備
事
業
の
進
展
は
、
町
が

飛
躍
的
に
発
展
す
る
チ
ャ

ン
ス
。
県
や
関
係
機
関
と

連
携
し
支
援
・
協
力
を
行

い
た
い
。

　

観
光
開
発
等
に
関
す
る

個
別
計
画
も
策
定
し
て
い

な
い
が
、
県
営
名
古
屋
空

港
見
学
者
受
入
拠
点
施
設

と
連
携
し
、
産
業
観
光
の

拠
点
と
し
て
活
性
化
す
る

よ
う
地
元
の
役
割
を
果
た

し
た
い
。

Q
　

田
や
畑
が
駐
車

場
に
使
用
変
更
さ

れ
て
い
る
現
況
を
、把
握
・

指
導
さ
れ
て
い
る
か
。

A
　

農
地
法
で
は
農

地
を
農
地
以
外
の

も
の
に
転
用
す
る
場
合
、

法
に
基
づ
く
手
続
き
を
定

め
て
い
る
。
こ
の
手
続
き

で
、
農
地
を
転
用
す
る
目

的
、
利
用
形
態
等
に
つ
い

て
は
把
握
し
て
い
る
。
ま

た
転
用
す
る
こ
と
で
周
辺

農
地
に
悪
影
響
が
生
じ
な

い
よ
う
指
導
を
し
て
い

る
。

　

無
届
で
農
地
を
埋
め
立

て
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る

が
、
農
業
委
員
会
は
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、

早
期
発
見
に
努
め
、
手
続

き
を
す
る
よ
う
指
導
し
て

い
る
。

＼一般質問／

Q A&

建設が進むMRJ組立て工場

Ｑ
・
現
況
の
農
地
使
用
に

つ
い
て

Ａ
・
農
業
委
員
会
が
指
導

し
て
い
る

とよやま議会だより　No.133　平成27年8月1日11



山本 亮介 議員

Ｑ・障害児施策を充実せよ
Ａ・職員や事業所の充実の予定はない

Q
発
達
検
査
が
で
き

る
職
員
を
増
や
せ

ば
き
め
細
や
か
な
支
援
が

で
き
る
と
思
う
が
、
そ
の

考
え
は
あ
る
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

　

年
２
回
保
健
セ
ン
タ
ー

で
要
観
察
と
な
っ
た
乳
幼

児
で
希
望
者
に
対
し
、
母

子
通
園
施
設
で
や
小
中
学

校
で
も
必
要
な
都
度
配
置

し
、
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
た
め
、
職
員
を
増
や

し
て
い
く
考
え
は
な
い
。

Q
今
後
、
障
害
者
全

体
の
相
談
支
援
事

業
を
町
内
で
や
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。A

生
活
福
祉
部
長

　

相
談
支
援
事
業
所
は
開

設
の
予
定
は
な
い
。

Q
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
所

や
児
童
発
達
支
援
事
業
所

な
ど
療
育
の
場
を
増
や
し

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

　

身
近
な
場
所
で
療
育
の

場
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

は
当
然
必
要
と
考
え
て
い

る
が
、
民
間
事
業
所
の
開

設
は
、
運
営
面
を
考
慮
し

て
事
業
所
で
検
討
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。

Q
母
子
通
園
施
設
に
、

社
会
福
祉
士
や
心

理
士
な
ど
の
専
門
職
を
置

く
重
要
性
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

　

社
会
福
祉
士
や
臨
床
心

理
士
の
役
割
は
大
き
く
、

障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
や

保
護
者
に
は
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
本
町
で
は
、

母
子
通
園
施
設
に
月
２
回
、

臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談

日
を
設
け
て
い
る
。

　
﹁
青
い
鳥
﹂や﹁
福
祉
の

杜
﹂な
ど
の
関
係
機
関
と
の

療
育
支
援
の
体
制
を
と
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
社
会

福
祉
士
や
臨
床
心
理
士
の

常
駐
は
考
え
て
い
な
い
。

＼一般質問／

Q A&

母子通園施設ひまわり園
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TOYOYAMA
服部 正樹 議員

Ｑ・ふるさと納税の取り組みと拡充は
Ａ・納税の状況を注視する

Q
７
年
目
を
迎
え
た

ふ
る
さ
と
納
税
。

税
制
改
正
か
ら
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
が
、
利
用
し
や

す
く
な
っ
た
。
積
極
的
な

取
り
組
み
の
自
治
体
で

は
、
億
単
位
の
寄
付
も
あ

る
と
聞
く
。
利
用
者
及
び

寄
付
金
額
が
増
加
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
取

り
組
み
の
考
え
は
。

①
実
績
は
、
把
握
さ
れ
て

い
る
か
。

②
制
度
に
対
し
て
、
当
局

は
ど
う
考
え
る
か
。

A
①
本
町
に
納
税
さ

　
　
　
　

れ
た
件
数
、
金

額
は
、
₂₁
年
度
１
件
で

₁₀
万
円
、
₂₂
年
度
１

件
で
５
万
円
、
₂₃
年

度
か
ら
₂₅
年
度
は
な

し
。
₂₆
年
度
２
件
で

１
０
０
万
５
千
円
で
あ

る
。

　

他
の
自
治
体
へ
納

税
さ
れ
た
件
数
・
金

額
は
、
₂₁
年
度
１
件

で
３
万
５
千
円
、
₂₂

年
度
、
₂₃
年
度
は
な

し
。
₂₄
年
度
₈₄
件
で

３
４
５
万
４
千
２
２
２

円
、
₂₅
年
度
₁₅
件
で

１
１
７
万
２
千
６
５

円
、
₂₆
年
度
₁₇
件
で

１
１
２
万
９
千
５
２
８

円
で
あ
る
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充

に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
額
と
税
額
控
除

額
に
大
き
な
乖
離
︵
か

い
り
︶
が
生
じ
て
い
な

い
た
め
、
当
面
は
ふ
る

さ
と
納
税
の
状
況
を
注

視
し
て
い
く
。
大
き
な

乖
離
が
生
じ
た
場
合
に

本
町
の
Ｐ
Ｒ
、
地
域
振

興
に
つ
な
が
る
返
礼
を

考
え
る
。

Q
数
万
か
ら
₁₀
数
万

円
と
高
額
な
補
聴

器
。
正
し
い
言
語
能
力
を

身
に
つ
け
る
に
は
、
補
聴

器
を
装
着
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
を
支
援
す
る
た
め
に
、

軽
・
中
度
難
聴
児
へ
の
補

聴
器
購
入
の
助
成
制
度
の

導
入
の
検
討
を
。

①
町
内
の
現
状
把
握
は
。

②
助
成
制
度
の
認
識
度

は
。

③
全
国
、
県
内
の
実
施
状

況
は
。

④
助
成
制
度
導
入
の
認
識

は
。A

①
身
体
障
害
者
手

　
　
　
　

帳
の
交
付
基
準

　

を
満
た
さ
な
い
た
め
、

把
握
し
て
い
な
い
。

②
一
部
自
治
体
で
、
助
成

制
度
を
実
施
し
て
い
る

こ
と
は
、
認
識
し
て
い

る
。

③
平
成
₂₇
年
４
月
現
在
、

愛
知
県
を
除
き
、
₃₇
都

道
府
県
で
補
助
制
度
を

導
入
し
て
い
る
。

④
全
国
的
に
、
助
成
制
度

を
実
施
し
て
い
る
地
域

は
増
加
し
て
い
る
た
め
、

町
村
会
を
通
じ
て
県
に

制
度
の
創
設
を
要
望
す

る
。

＼一般質問／

Q A&

Ｑ
・
軽
・
中
度
難
聴
障
害
児
補
聴
器
購

入
に
助
成
の
推
進
を

Ａ
・
町
村
会
を
通
じ
て
県
に
要
望
す
る

いろいろな補聴器
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～第1回～

ソーラー・インパルス２ 豊山町に飛来
　６月１日の深夜、突如として出現した謎の飛行物体。
　その正体は、「ソーラー・インパルス２」というソーラー式の飛行機。
　航空ファンを始め、多くの町民を魅了した。また、「豊山町」の名を世間に広めてくれた。
　去る６月１９日、豊山町と春日井市、小牧市、名古屋市の議会（代表）で見学した。ソー
ラーとプロペラエンジンを組み合わせ、機体は前輪、後輪のみで支えられている。このため、
離陸時には人力でのサポートを要するとのこと。駐機中、機体内の温度を一定にするために、
四六時中エアーを送っていた。
　アブダビを飛び立ち、世界一周の途中
に県営名古屋空港へ辿り着いたという。
　県営名古屋空港がいかに安全性など好
立地条件を有する証しでもある。
※なお同機は、６月29日の午前３時過
ぎに飛び立ち、7月3日の朝にハワイの
空港に無事着陸した。

一般質問（いっぱんしつもん） 
　本会議で、議員が豊山町の行政事務全般にわたり、事務の執行状況や将来の方
針、計画などを、町長（担当部局）に尋ねることをいうんだよ。

討論（とうろん） 
　議会で、裁決する前に議案に対して、賛成か反対かの意見を表明することなん
だよ。

皆さんに議会用語を
分かってもらえるように…
議会運営の用語を中心に
僕が分かりやすく
解説していくよ～

とよやま議会だより　No.133　平成27年8月1日 14



追跡追跡 あの時の

あの質問
どうなったあの答弁

学校のトイレの改善を

答 弁

AED をコンビニに設置しては

今回は、26年6月の質問が、その後、どうなったか追跡した。

最近、和式ではできない子どもが増
えている。計画的に和洋半々くらい
の増築を

公共施設では時間に制限があるため、

ぜひコンビニにAEDを

増やす研究をする

どうなった

答 弁

どうなった

導入に向け検討する
近年、洋式化が進んでいるため学校
においても、洋式トイレ比率の増加
の調査・研究をする

コンビニにＡＥＤを設置すれば、常
時貸し出しが可能となり管理上の安
全性も確保できる

小学校に洋式トイレを増やす AED を設置するため、協定を結んだ

27年度志水小・豊山小・新栄小体
育館等の工事予定。洋式トイレの比
率を増やす

町内の全てのコンビニエンススト
アー７店舗への AED の設置が完了
し、その周知を図り、救急体制を整
備した

コンビニに設置されたAED洋式トイレが増えるよ
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